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定例会（３月）で決まったこと
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議員別表決状況
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※議長の場合、過半数議決については、議決に加わる権利（表決権）はなく、可否同数の場合に決定する権利（裁決権）があります。
特別多数議決で決定されたものは議長にも表決権があります。

詳細はP9

詳細はP9

詳細はP10

詳細はP10

詳細はP10

詳細はP10

詳細はP11
詳細はP12

詳細はP7・8

詳細はP5・6

詳細はP8



議案番号 件　　　　　　　　名 議決結果

諮問第１号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 決　 定
諮問第２号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 決　 定
同意第１号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 同　 意
同意第２号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 同　 意
同意第３号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 同　 意
同意第４号 教育委員会委員の任命について 同　 意
議案第１号 指定管理者の指定について 可　 決
議案第２号 字の新設及び区域の変更について 可　 決
議案第３号 市道の認定について 可　 決
議案第４号 市道の一部廃止について 可　 決
議案第５号 土地の取得について 可　 決
議案第６号 南城市役所の位置を定める条例の一部を改正する条例について 原案可決
議案第７号 南城市行政組織条例の一部を改正する条例について 原案可決
議案第８号 南城市行政手続条例の一部を改正する条例について 原案可決
議案第９号 南城市手数料徴収条例の一部を改正する条例について 原案可決
議案第10号 南城市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担額を定める条例について 原案可決
議案第11号 南城市母子及び父子家庭等医療費助成に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決
議案第12号 南城市子ども医療費助成条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第13号 南城市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
について 原案可決

議案第14号 南城市立学校給食センター設置条例の一部を改正する条例について 原案可決
議案第15号 南城市立幼稚園保育料等徴収条例の一部を改正する条例について 原案可決
議案第16号 平成26年度南城市一般会計補正予算（第6号）について 原案可決
議案第17号 平成26年度南城市国民健康保険事業特別会計補正予算（第5号）について 原案可決
議案第18号 平成26年度南城市後期高齢者医療特別会計補正予算（第3号）について 原案可決
議案第19号 平成26年度南城市下水道事業特別会計補正予算（第4号）について 原案可決
議案第20号 平成27年度南城市一般会計予算について 原案可決
議案第21号 平成27年度南城市国民健康保険事業特別会計予算について 原案可決
議案第22号 平成27年度南城市後期高齢者医療特別会計予算について 原案可決
議案第23号 平成27年度南城市下水道事業特別会計予算について 原案可決
議案第24号 平成27年度南城市水道事業会計予算について 原案可決
議案第25号 外国の地方公共団体の機関等に派遣される職員の処遇等に関する条例について 原案可決
議案第26号 南城市都市計画審議会条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第27号 東部清掃施設組合の共同処理する事務中、し尿処理施設の設置及び管理運営に関する事務
の廃止並びに加入市町村の変更に伴う財産処分について 可　 決

陳情H26第29号
「生活保護基準引き下げ」中止を政府に強く求めるとともに、「附帯決議」の内容を周知
徹底し、申請権・受給権を保障し、申請拒否、就労強要、扶養強要などの「人権侵害」は
行わないことを求める陳情書

不採択

陳情H26第33号 久高島留学センターにおける適正な運営に関する陳情 不採択
陳情H27第３号 新市庁舎建設等にかかる陳情書 趣旨採択
発委第１号 南城市議会基本条例の一部を改正する条例について 原案可決
発委第２号 南城市議会委員会条例の一部を改正する条例について 原案可決
発委第３号 県営かんがい排水事業（雄樋川地区）への太陽光発電施設導入に関する意見書 原案可決
発委第４号 所得税法の「寡婦控除」規定の改正を求める意見書 原案可決

閉会中の継続審査申し出について（総務福祉委員会・産業教育委員会） 決　 定
閉会中の継続調査申し出について（総務福祉委員会・産業教育委員会） 決　 定
議員派遣の件について 決　 定

平成27年第１回南城市議会自　平成27年３月３日（火）
至　平成27年３月23日（月）会期日程 21日間
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地方交付税

国庫支出金

県支出金

市　債

その他

市　税

分担金及び
負担金

使用料及び
手数料

その他

議会費

総務費

民生費

衛生費

労働費

農林水
産業費
商工費

土木費

消防費

教育費

災害復旧費

公債費

諸支出金

予備費

31.3  

31.4

14.5

15.0

17.9

15.1

8.8

12.3

2.8

15.1

14.5

1.3

1.2

1.3

1.3

6.4

自主財源
平成27年度

23.7％
平成26年度

23.4％

依存財源
平成27年度

76.3％
平成26年度

76.6％

平成26年度平成27年度 平成26年度平成27年度
歳 入 歳 出

1.0
0.9

4.8
4.9

0.0
0.0

6.0
6.2

1.0
1.7

2.8
2.9

0.0
0.0

10.7
10.0

0.3
0.4

0        5        10       15       20       25       30       35     40% 0        5        10       15       20       25       30       35     40%

平成26年度

0.3
　　 3.4

13.6
     15.6

   7.7
6.5

           40.8
35.4

11.0
  12.1

予算
総額 281億9,115万9,000円

一般会計
198億2,500万円

国民健康保険事業
70億9,923万2,000円 後期高齢者医療

３億3,113万6,000円

下水道事業
９億3,579万1,000円

資本的収入
１億2,840万9,000円

資本的支出
２億9,405万3,000円

収益的収入
11億1,330万1,000円

収益的支出
10億8,485万6,000円

【水道事業会計】

平成27年度  予算の内訳

特別会計

3.8

6.0
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ٞҊୈ��߸ 平成27年度南城市一般会計予算について

૯関࿈
○平成28年度からのデマンド交通本格運行に向け、地域公共交通確保維持事業を活用して地域概況

や公共交通機関の現状を把握し、南城市生活交通ネットワーク計画の策定を行います。

○地域コミュニティの活性化を図る為のムラヤー構想を推進し、今年度は「ムラヤー等建設補助金」

で船越区・愛地区・冨祖崎区の増改築・修繕工事を行います。

○市内の観光スポットを中心に無線ネットワーク機器（アクセスポイント）を設置することで地域

無線インフラの構築を行い、観光ポータルサイトの連動により観光情報の発信を強化し、外国人

をはじめとした観光客の満足度及び周遊性の向上を図り、「地域Ｗｉｆｉネットワーク整備事業」

を行います。

○地域活性化と県内外での地元ＰＲ及びキャラクター活動経費「なん

じぃを活用したＰＲ活動委託業務」を行います。

○合併の際に交わされた協定の４項目にある新庁舎建設（平成29年度

完成）に向けて、庁舎の位置を定めたうえで、市民説明会を開催し

広く市民の意見を聴取し、「市民に親しまれ、環境に配慮した機能的

な庁舎」の構築を推進してまいります。

民ੜ関࿈
○生活困窮者からの相談に包括的に対応するとともに、その自立に向けて支援を行う自立相談支援

事業と離職により住宅を失った又はその恐れの高い生活困窮者に対して安定的に就職活動を行う

ことができるよう有期で家賃相当額を支給する住宅確保事業を実施する。「生活困窮者自立支援事

業」を行います。

○消費税引き上げに際し、子育て世帯への影響を緩和するとともに、子育て世帯に対して、臨時特

例的な給付措置を行う。平成27年６月分の児童手当の受給者に対して、対象児童一人につき３千

円を支給する。「子育て世帯臨時特例給付支給に関する事業」を行います。

○学校教育の充実については、保育園・幼稚園・小学校の交流・連帯を充実させ、学びの基礎力の

育成に取り組みます。また、今年度からは、玉城幼稚園と

大里南幼稚園の２園を利用して土曜日の一時預かり事業を

実施し、保護者のニーズに応じた子育て支援、幼児教育の

充実を図ってまいります。

主要施策・事業

次頁上段へ
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ྛਫ࢈関࿈
○耐候性野菜栽培施設整備事業を導入し、農林水産戦略品目外の農作物（ハーブ・きゅうり等）を
対象に、強風等天候不良に対応する施設を整備し農作物の安定供給産地をつくります。
○畑地かんがい事業として市営大城地区及び県営雄樋川２期地区の事業採択・実施に取り組むとと
もに、継続地区である県営雄樋川１期、県営吉富地区、県営中山・志堅原地区についても事業の
進捗を図り安定した農業用水の確保に努めます。
○本市は県内でも乳牛の飼養戸数・頭数が最も多く「南城市酪農部会」と情報を共有しながらさら
なる酪農の発展を図ってまいります。
○優良繁殖牛リース事業で、高齢又は分娩間隔の長い牛を更新し繁殖基盤の
強化と経営安定を図ります。
○漁場整備事業で「浮漁礁」を導入し、沿岸域に漁場を整備することで漁業
経営の安定を図ります。
○漁村地域整備交付金事業で、久高漁港船揚場の改良と臨港道路の照明、奥
武漁港の泊地浚渫、トビイカ干場等の整備を実施し漁業集落の活性化を図
ります。

関࿈
○市道嶺井土改（みねいどかい）１号線～高俣線の、本線及び歩道の設置を整備し、児童の登下校
の安全確保とともに、与那原町への通行もスムーズになり地域コミュニティ活
動の推進を図ります。
○大里城趾公園パークゴルフ場の共用開始に伴い交通量が増え車両及び歩行者の
安全確保する必要から大里城趾連絡線の整備を実施します。
○南部東道路整備は、工事の発注が平成27年3月の予定となっており、今後も沖縄
県及び南風原町と連携を取りながら早期完成に向けて取り組んでまいります。

ҭ関࿈ڭ
○学校支援地域本部事業を導入し学校支援ボランティア活動の充実を図るため地域コーディネー
ターを増員します。
○中国国際交流事業で国際感覚豊かな人材の育成を図るため、中国へ中学生10名の派遣を実施しま
す。
○大里北小学校校舎改築事業（新増築・危険改築）を実施予定です。
○玉城中学校の特別教室改築事業の導入でパソコン教室及び図書室の（新増・危険改築）建替えを
実施します。
○玉城中学校の武道場・プール改築事業を導入しプールの改築と併
せて武道場の整備を実施します。
○馬天小学校空調設備整備事業（大規模改造）で空調設備を設置し
ます。
○世界遺産「斎場御嶽」整備事業でウローカー周辺の磴道及び旧日
本軍の構築した砲台跡地等の整備工事を実施します。

前頁
下段
より
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平成26年度  補正予算の概要

総務関連
○久高地区津波避難施設整備事業（一括交付金）約7,400万円（総額　約２億円）
　津波が久高島に起きた際の、人的被害の軽減及び住民・観光客の避難する施設を整備
する為の事業で、建築単価や人件費増等により、工事費が増加したための補正です。

○地域住民生活等緊急支援のための交付金事業（２事業分）　　１億3,790万円
　　①消費喚起・生活支援型
　商工会と連帯して事業所に登録をしてもらい、プレミアム付商品券（五百円×８枚と
千円×８枚を予定）１万２千円相当を１万円で市民に販売し、消費してもらうための事
業です。
　　②地域創生先行型
　南城セレクションで認定された１１品の特産品を、セットにして観光客や市外の方々
に購入してもらうための事業です。

（民生関連）
○南部広域行政組合ごみ処理事業負担金　　約２，０００万円
　次年度予定されていた焼却施設解体工事が、最終処分場敷地造成工事等とあわせ、今年
度事業として執行可能となった為の補正です。

（農林水産関連）
○オガコ養豚普及促進事業　　△1,666万円

ٞҊୈ��߸ 平成26年度南城市一般会計補正予算（第６号）について

次頁上段へ

一般会計補正予算の概要
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南城市議会だより平成27年３月定例会号

その他会計補正予算の概要

　歳入・歳出ともに、公共下水道事業において効果促進補助金額の確定に伴う予算の組み替
えです。
　歳出、農業集落排水事業で、関係地権者との交渉延長に伴い「公有財産購入費」が繰越明
許費として計上されました。

ٞҊୈ��߸ 平成26年度南城市下水道事業特別会計補正予算（第４号）について

※一般被保険者に対する療養給付費増による補正です。
歳　入 国庫負担金・国庫補助金・県補助金　56,500千円
 保険基盤安定繰入金　20,899千円　歳入欠陥補填収入　35,601千円

歳　出 一般被保険者療養給付費　113,000千円

ٞҊୈ��߸ 平成26年度南城市国民健康保険事業特別会計補正予算（第5号）について

※後期高齢者医療広域連合への納付金確定のための補正です。
歳　入 保険基盤安定繰入金　4,148千円

歳　出 後期高齢者医療広域連合納付金　4,148千円

ٞҊୈ��߸ 平成26年度南城市後期高齢者医療特別会計補正予算（第3号）について

県からの補助金交付決定が１月にあり、年度内完成が困難となった為、27年度に繰り越
しです。

（土木関連）
○大里城趾公園整備事業　　△8,133万円
　複合遊具施設場所が当初の予定より変更となった為、27年度に繰り越しです。

（教育関連）
○幼稚園費（一括交付金）　　△830万円
　当初、ヘルパー 20名が必要な申込があったが、併願し保育所に入所できた方がいたた
め10名分の臨時職員賃金が不要となった為です。

前頁
下段
より
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　庁舎等複合施設整備事業用地として取得する為の議案です。
　賛成討論として、合併協定項目の中で地理的中心地（ユインチホテル南城周辺）という、一番大事な項目の一
つで、「合併特例債の期限内に建設をする」という意見がありました。反対討論として、市民への情報不足や情報
格差、他にやるべき事業があるのではないか等ありましたが、起立採決の結果、賛成多数により可決されました。

記
物件の所在地　　南城市佐敷字新里１７５４－２　ほか４９筆
取得面積　　　　３０，９５４平方メートル
取得予定価格　　約２億１, ０００万円

ٞҊୈ̑߸ 土地の取得について
用地取得！
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字の新設及び区域
の変更について

大里に新字「平良」誕生 !!市道認定！

　民間事業者による宅地開発が完了した為、接
続する道路は市に移管されることになり、道路
法の規定で市道の路線を認定する必要がある事
から提案され、全会一致で可決されました。
路線名：ステラタウン稲嶺線（湧稲国地域内）
起　点：南城市大里字稲嶺1329番49
終　点：南城市大里字稲嶺1329番12

ٞҊୈ�߸ 市道の認定について ٞҊୈ�߸

新市役所の位置決定！

　現在の条例では、南城市役所の位置を南城市玉城字富里143番地とし、庁舎は南城市玉城字富里143番地（玉城
庁舎）、南城市大里字仲間807番地（大里庁舎）としていますが、南城市庁舎等複合施設整備事業の執行に伴い、条
例で定められている南城市役所の位置を南城市佐敷字新里1870番地に変更する必要があり、この議案が提案されま
した。
　全議員参加（議長を除く）の庁舎建設特別委員会での審議を経て、本会議で反対討論・賛成討論がそれぞれ３名
の議員から行われた後、起立での採決が行われ、賛成14名、反対６名で、三分の二以上（※特別多数議決）の賛成によっ
て可決されました。この条例は、新庁舎が竣工して６月を超えない範囲において規則で定める日から施行されます。
※特別多数議決とは、地方自治法第四条で地方公共団体は、事務所の位置を定め又は変更するときは条例
で定めなければならないとされ、その条例を制定、改廃するときは、議会において議長を含めた出席議
員の三分の二以上の同意がなければならない。とされていることによる採決のことをいう。

ٞҊୈ�߸ 南城市役所の位置を定める条例の一部を改正する条例について

旧

産
業
建
設
部

産業振興課

田園整備課

都市建設課

新
農
林
水
産
部

産業振興課

田園整備課

土
木
建
築
部

都市建設課

施設整備課

　現行の産業建設部を農林水産部と土木建築部に分
部します、農林水産部には産業振興課と田園整備課を
配置、土木建築部には都市建設課と新設する施設整
備課を配置するための条例の一部改正です。

機構改革！
南城市行政組織条例の一
部を改正する条例についてٞҊୈ�߸
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南城市議会だより平成27年３月定例会号

　平成27年４月１日よりスタートする子ども・子育て支援法の施行及び夏季休業開始時の
預かり保育料徴収基準を明確化することに伴う条例の一部改正です。
改正内容
①入園料は毎月の徴収で賄うべきということで、入園料（7,300円）を廃止する。
②年額保育料『５万5,200円』を『５万8,800円』へ改め徴収する。
③土曜日の預かり保育実施に伴い、下表の 部分が新たに追加される。

料金改正！
ٞҊୈ��߸ 南城市立幼稚園保育料等徴収条例の一部を改正する条例について

区　　　分 額

預かり保育料
月額　5,000円
ただし、夏季休業中に利用する場合
７月／ 7,000円　８月／ 10,000円

土曜日預かり保育料 月額　4,000円

一時預かり保育料

教育課程に係る教育時間に引き
続いて利用する場合 １人１回　300円
幼稚園の休業日に利用する場合
（預かり保育の休業日を除く。） １人１回　600円
土曜日に利用する場合 １人１回　1,000円

備考
　一時預かり保育における月額保育料は、いずれも当該月の保育料を限度とする。
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　難病の患者に対する医療等に関する法律
が新たに制定されたことに伴う条例の一部
改正です。これまでは助成の対象となる一
次指定難病は64疾病でしたが、これからは
110疾病が助成の対象となり、自己負担も
就学前・後も変わらず２割に抑えられ、所
得に応じて上限額も定められます。

南城市子ども医療費助成条例
の一部を改正する条例についてٞҊୈ��߸

助成対象の拡大！

　今後、国際協力等の目的で外国の地方公共団体の機関等に職員を派遣することが想定され
てきます。そのためにも条件整備を行い、実際派遣する場合に備えておく必要があります。
職員が、海外研修や交流を通してスキルアップしたり広い視野をもつことにより、南城市の
発展に貢献してくれることを期待し、全会一致で可決されました。

ٞҊୈ��߸ 外国の地方公共団体の機関等に派遣される職員の処遇等に関する条例について
条件整備！
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　平素は本市の農林水産業行政に対し、ご理解ご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
さて、県営かんがい排水事業（雄樋川地区）は、安定的な農業用水の確保を目的に平成17年度から1期事
業が行われ、現在までに貯水池全14基の整備が着々と進んでおります。
　現在は、末端かんがい施設整備を行う2期事業の平成27年度採択に向け、県営かんがい排水事業（雄樋
川地区）推進協議会委員を中心に、末端給水栓の接続同意等の準備を行っている状況です。
　さて、雄樋川地区（以下、本地区と称す。）は、貯水池間の農業用水の連係及び貯水池からファームポ
ンドへ送水するためのポンプが13ヶ所計画されております。そのためかなりの電力が必要となり、維持
管理費による農家負担が伴うことが想定されます。
　そこで、農家の負担軽減を図るため太陽光発電施設の導入を視野に計画していましたが、再生可能エネ
ルギー固定価格買取制度導入後、昨今の状況の変化により売電の可能性が不透明な状況となっております。
　本地区内では高収益性作物への転換が進展し、ハウスを導入する農家や若者の就農も多くなり、経営意
欲も高まる傾向にありますが、相反して農家負担が多くなることから、推進協議会委員の方々からは同意
が得られないという不安があり、水利施設整備事業への敬遠や生産意欲の低下を招くことが危惧されてお
ります。
　太陽光発電の導入は、農家負担や維持管理費の負担軽減、ひいては農家の生産意欲の向上に繋がること
から是非必要な施設であります。
　また、国においては、再生可能エネルギーが低炭素の国産エネルギーとして見直されている中、自然エ
ネルギーである太陽光発電は有益な施設だと思われます。
　つきましては、現状をご理解いただき、県営かんがい排水事業（雄樋川地区）への太陽光発電施設の導
入に対し特段のご配慮を賜りますよう、下記事項を要請致します。

記

１．国においては、再生可能エネルギーの普及、維持管理費の低減等に資するため、太陽光発電等を推進
すること。

２．県においては、県営かんがい排水事業（雄樋川地区）へ太陽光発電施設を導入し、本事業で整備され
た施設の維持管理費負担軽減に努めること。

以上、地方自治法第99条の規定により、意見書を提出します。

　　平成２７年３月２３日
沖縄県南城市議会

あて先
内閣総理大臣、農林水産大臣、経済産業大臣、沖縄県知事、沖縄県議会議長

発委
第3号

県営かんがい排水事業（雄樋川地区）への太陽光発電施
設導入に関する意見書について

負担軽減を求める‼
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　「寡婦控除」は配偶者との死別や離婚ののち子どもを養育しているなどのひとり親世帯に対し、所得税
及び住民税算出において一定の所得控除が受けられる税制優遇制度であるが、婚姻歴の無い、いわゆる非
婚のひとり親世帯には適用されていない。
　同じ収入の母子世帯であっても寡婦控除があるとなしでは、所得税、住民税の額が大きく異なる。住民
税に至っては地方税法第295条の非課税世帯の範囲が適用されず、税以外に保育料、公営住宅家賃、就学
援助、年金免除規定などで大きな負担を強いられており、年収200万円程度で、これらの負担差が20万
円から30万円に上る。
　近年、パートナーからの暴力や経済的問題などさまざまな理由から、未婚で子どもを産み育てている母
子世帯が増えている。2011年度厚生労働省「全国母子世帯等調査」によれば、離婚80.8％、非婚7.8％、
死別7.5％と非婚は死別を上回っており、年々増加している。
　また、日本の母子世帯の就業率は80％を超えているにも関わらず貧困率54.6％と悪化をたどっている。
年間就労収入は母子世帯全体で181万円、死別が256万円、離婚が176万円であるのに対し、非婚は160
万円と極めて低い上に、重い税負担等を課せられている。
　このような状況にある非婚の母らが、2009年日本弁護士連合会（「日弁連」）に対し、寡婦控除の適用
を求める人権救済を求める人権救済を申し立て、2013年1月日弁連は「婚姻歴の無い非婚世帯に寡婦控
除が適用されないのは合理的理由の無い差別であり、憲法第14条、子どもの権利条約違反である」との
調査報告（要望）を各行政府に提出した。その後さらに、全国の自治体が「非婚世帯への寡婦控除のみな
し適用」を実施し、これが急速に拡大したことを受け、2014年1月には財務大臣へ「迅速に所得税法の
改正をすべきである」旨の意見書を提出し法改正を求めている。
　ところで、昨年、国は年々悪化する子どもの貧困対策として、「子どもの貧困対策の推進に関する法律」
を成立させた。
　この法律の目的には、「子どもの将来がその生まれ育った環境によって左右されることのないよう、貧
困の状況にある子どもが健やかに育成される環境を整備する」とある。
　それに則れば、すべての子ども達の育ちが保障されるよう、法整備をすすめることは国の責務である。
　よって本議会は、早急に所得税法を改正し暮らし向きがきわめて厳しい婚姻歴のない非婚のひとり親世
帯にも寡婦控除を適用するよう、強く要望する。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

　　平成２７年３月２３日

沖縄県南城市議会

あて先
衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、厚生労働大臣、 沖縄及び北方対策担当大臣

所得税法の「寡婦控除」規定の改正を求める意見書発委
第4号

非婚のひとり親世帯にも寡婦控除の適用を‼
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比嘉　直明

松田　兼弘

■
産
業
建
設
部
参
事
　
伊
集
　
稔

⑴
①
末
端
へ
の
排
水
口
周
辺
に
湾
内
の

砂
が
堆
積
し
て
機
能
を
阻
害
し
て

い
る
。
砂
州
等
の
現
状
を
見
な
が

ら
対
処
し
た
い
。

　

②
海
岸
管
理
者
の
県
と
砂
州
の
除
去

に
つ
い
て
協
議
し
て
い
き
た
い
。

　

③
平
成
27
年
に
雑
木
を
伐
採
す
る
計

画
、
修
復
工
事
が
可
能
か
県
と

協
議
。

⑵
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
伐
採
後
に
確
認
し

検
討
し
た
い
。

■
産
業
建
設
部
長
　
山
村
研
吾

　

④
関
係
機
関
と
調
整
を
図
り
護
岸
修

復
事
業
化
の
検
討
を
進
め
る
と
県

か
ら
聞
い
て
い
る
。		

地
方
創
生
に
つ
い
て

平
成
27
年
度
中
に
地
方
版
総

合
戦
略
策
定

　

政
府
は
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
本
部
を
設
置
し
、
人
口
減
少
社
会
の

克
服
と
地
方
の
創
生
に
向
け
て
本
格
的

な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て

い
る
中
、
本
市
の
今
後
の
方
向
性
に
つ

い
て
伺
う
。

■
企
画
部
長
　
具
志
堅
兼
栄

　

目
標
と
施
策
に
関
す
る
基
本
的
方
向

や
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
実
施
す
る
た

め
に
必
要
な
事
項
を
策
定
、
政
策
分
野

の
範
囲
と
し
ま
し
て
は
①
し
ご
と
づ
く

り
、
②
ひ
と
の
流
れ
、
③
結
婚
・
出
産
・

子
育
て
、
④
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る
各

分
野
を
幅
広
く
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
を

策
定
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

歳
入
に
つ
な
が
る
戦
略
策
定
が

重
要
と
本
市
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

　

国
の
狙
い
を
考
え
ま
す
と
、
地
方
自

治
体
で
安
定
し
た
財
源
を
確
保
さ
せ
自

己
決
定
・
自
己
責
任
の
も
と
「
自
立
」

へ
、
国
に
頼
ら
ず
自
ら
自
治
体
を
運
営

さ
せ
る
狙
い
が
あ
る
と
、
私
自
身
は
考

え
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
そ
れ
は
、
国
の

地
方
分
権
改
革
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。　
　
　

　

こ
れ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
す
が
、
全

職
員
の
英
知
を
結
集
し
て
歳
入
や
将
来

の
南
城
市
の
再
編
に
つ
な
が
る
総
合
戦

略
を
練
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

そ
こ
で
、
我
が
南
城
市
の
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か

伺
う
。地

域
特
性
を
生
か
し
た
中
期

計
画

■
企
画
部
長
　
具
志
堅
兼
栄

　

総
合
計
画
に
て
平
成
29
年
度
ま
で
に

４
万
５
０
０
０
人
、
都
市
計
画
で
は
平

成
37
年
度
に
お
い
て
５
万
人
を
設
定
し

て
ま
す
が
、
南
城
市
ら
し
さ
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
確
立
ま
た
は
歴
史
自
然

を
確
保
・
保
全
し
な
が
ら
適
正
な
人
口

規
模
を
目
指
し
て
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
を
検

討
中
。

総
括

　

私
は
、
南
城
市
の
人
口
、
現
在
で
約

４
万
２
０
０
０
人
、
そ
の
数
字
を
維
持

し
て
い
く
の
も
一
つ
の
策
だ
と
思
っ
て

ま
す
。

戦
後
70
年
に
つ
い
て

平
和
の
尊
さ
を
後
世
に

伝
え
る

　

軍
国
主
義
の
日
本
の
敗
北
、
悲
惨
極

め
た
沖
縄
戦
、
広
島
・
長
崎
の
被
爆
の

参
事
か
ら
70
年
。
沖
縄
県
民
10
数
万

人
、
日
本
国
民
３
１
０
万
人
、
ア
ジ
ア

の
人
々
２
千
万
人
以
上
の
尊
い
命
を

奪
っ
た
侵
略
戦
争
の
痛
苦
の
教
訓
に

立
っ
て
平
和
を
ど
う
築
き
上
げ
る
か
が

問
わ
れ
る
節
目
の
年
で
す
。
日
本
の
侵

略
と
加
害
の
事
実
を
伝
え
る
こ
と
は
民

主
主
義
の
道
を
歩
む
誇
り
と
国
際
社
会

で
通
用
す
る
常
識
で
す
。
ア
ジ
ア
と
の

「
理
解
と
友
好
」
へ
「
二
度
と
再
び
戦

争
は
し
な
い
、
さ
せ
な
い
」
と
誓
っ
た

憲
法
９
条
を
生
か
す
道
で
す
。
市
長
の

見
解
を
伺
う
。

■
市
長
　
古
謝
景
春

　

平
和
の
尊
さ
を
後
世
に
伝
え
続
け
、

絶
え
ず
平
和
を
希
求
し
、
そ
の
実
現
に

向
け
自
ら
行
動
し
て
い
く
こ
と
が
私
た

ち
の
責
務
と
考
え
る
。
８
月
10
日
を
南

城
市
民
平
和
の
日
に
定
め
平
和
事
業
を

推
進
し
、
平
和
の
意
義
と
意
識
を
高
め

て
き
た
。
二
度
と
戦
争
が
起
こ
ら
な
い

平
和
な
社
会
の
実
現
に
向
け
て
と
り
く

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

佐
敷
地
区
の
海
岸
域
の
環
境

整
備
に
つ
い
て

⑴
冨
祖
崎
区
の
環
境
整
備
を
求
め
る
。

　

①
排
水
路
の
改
修
、改
善
を
求
め
る
。

　

②
公
民
館
近
く
河
口
周
辺
の
砂
の
流

入
対
策
を
求
め
る
。

　

③
ハ
マ
ジ
ン
チ
ョ
ウ
群
落
観
察
施
設

の
修
繕
を
求
め
る
。

　

④
護
岸
の
破
損
の
修
復
を
求
め
る
。

⑵
新
開
区
の
浚
せ
つ
等
の
進
捗
状
況
を

伺
う
。県

と
協
議
し
て
す
す
め
る



Nanjo City Gikai Dayori 14

南城市議会だより平成27年３月定例会号

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
総
合

戦
略
に
つ
い
て

①　

地
方
創
生
に
向
け
た
、
国
の
総
合

戦
略
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
て
の
南
城
市
の
取
り
組
み
状
況
を

伺
う

②　

国
の
方
針
で
は
、
地
方
に
お
け
る

安
定
し
た
雇
用
を
創
出
す
る
と
あ
る

が
、
若
者
の
雇
用
対
策
を
含
め
た
市

の
方
向
性
を
伺
う

③　

新
庁
舎
を
中
核
と
し
た
拠
点
づ
く

り
と
し
て
、
医
療
法
人
タ
ピ
ッ
ク
と

の
連
携
の
下
、
医
療
施
設
の
誘
致
が

で
き
な
い
か
伺
う

■
企
画
部
長
　
具
志
堅
兼
栄

①　

地
方
版
総
合
戦
略
を
策
定
中
。
ま

た
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
で
、

地
産
地
消
を
含
め
た
消
費
喚
起
を
促

す
方
向
で
検
討
中
。

②　

新
庁
舎
建
設
に
伴
う
大
里
庁
舎
・

玉
城
庁
舎
の
跡
利
用
と
し
て
、
民
間

企
業
誘
致
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら

「
南
城
市
地
域
総
合
戦
略
」
に
お
い

て
、
若
者
の
雇
用
対
策
を
含
む
方
向

積
極
的
に
取
り
組
む

性
を
示
し
て
い
く
。

■
市
長
　
古
謝
景
春

③　

現
在
の
少
子
高
齢
化
に
お
け
る
医

療
費
抑
制
の
観
点
か
ら
も
、
専
門
医

で
は
な
く
総
合
医
（
１
カ
所
の
病
院

へ
行
け
ば
す
べ
て
の
治
療
が
で
き

る
）
を
育
て
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
、
タ
ピ
ッ
ク
さ

ん
と
も
南
城
市
に
総
合
医
療
を
提
供

で
き
る
施
設
と
医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

通
し
た
地
域
活
性
化
が
で
き
な
い
も

の
か
検
討
し
、
そ
の
方
向
に
向
か
っ

て
い
る
。

■
産
業
建
設
部
長
　
山
村
研
吾

　

サ
ト
ウ
キ
ビ
に
つ
い
て
は
、
国
か
ら

価
格
差
異
の
補
助
金
が
出
て
い
て
、
機

械
リ
ー
ス
（
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
・
苗
植
付

機
）
も
行
っ
て
お
り
、
集
団
化
や
規
模

拡
大
を
図
っ
て
機
械
化
す
る
の
が
望
ま

し
い
と
思
っ
て
い
て
、
手
刈
り
作
業
支

援
の
部
分
へ
の
補
助
は
な
か
な
か
馴
染

ま
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

農
業
振
興
に
つ
い
て

昔
か
ら
の
沖
縄
の
基
幹
作
物
で
あ
る

サ
ト
ウ
キ
ビ
の
収
穫
に
お
け
る
援
農
隊

（
手
刈
り
作
業
支
援
）
へ
の
補
助
事
業

等
、支
援
策
を
検
討
で
き
な
い
か
伺
う
。

な
か
な
か
難
し
い

安谷屋　正

平田　安則

防
災
支
援
及
び
救
済
体
制
に

つ
い
て

　

佐
敷
幼
稚
園
・
小
・
中
学
校
生
及
び
シ
ュ
ガ
ー

ホ
ー
ル
の
観
客
に
対
す
る
、
津
波
襲
来
時
の
避

難
計
画
及
び
救
援
体
制
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

訓
練
・
課
題
確
認
・
見
直
し

を
行
っ
て
い
ま
す

■
教
育
部
長
　
知
念
　
進

各
幼
稚
園
・
小
・
中
学
校
で
計
画
が
作
成
さ

れ
、
避
難
訓
練
も
行
っ
て
い
ま
す
。
避
難
所
の

確
認
、
経
路
、
誘
導
等
に
つ
い
て
課
題
の
確
認
、

見
直
し
も
行
っ
て
い
ま
す
。

■
企
画
部
長
　
具
志
堅
兼
栄

　

シ
ュ
ガ
ー
ホ
ー
ル
単
独
で
の
観
客
に
対
す
る

対
応
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
市
の
地
域
防
災

計
画
に
沿
っ
て
対
応
し
て
い
ま
す
。
職
員
が
県

広
域
地
震
津
波
避
難
訓
練
へ
参
加
し
、
避
難
ル
ー

ト
の
検
証
を
行
っ
て
い
ま
す
。
又
避
難
訓
練
を

繰
り
返
し
実
施
し
体
制
強
化
を
図
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

高
齢
者
等
弱
者
支
援
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す

■
総
務
部
長
　
當
眞
隆
夫

　

避
難
所
で
は
安
否
確
認
、
食
料
、
水
等
の
配

布
、
被
災
者
の
情
報
把
握
、
災
害
情
報
伝
達
等

が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
今
後
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
作
成
及
び
円
滑
な
運
営
が
行
わ
れ
る
よ

佐
敷
東
地
区
活
性
化
に

つ
い
て

　

合
併
し
て
10
年
目
に
な
る
が
、
新
た
な
事
業

展
開
等
が
無
い
等
活
力
低
下
が
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。
活
性
化
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
検
討
が

さ
れ
、
そ
の
結
果
に
ど
う
対
処
さ
れ
た
か
伺
い

ま
す
。

う
検
討
い
た
し
ま
す
。

　

イ
オ
ン
琉
球
㈱
等
と
食
料
・
生
活
物
資
提
供

を
他
老
人
福
祉
施
設
等
と
災
害
協
定
を
締
結
し

支
援
体
制
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

海
岸
道
路
整
備
の
可
能
性
を

検
討
し
た
い

■
産
業
建
設
部
参
事
　
伊
集
　
稔

　

築
島
の
保
全
、
干
潟
を
活
用
し
た
体
験
型
観

光
、
環
境
学
習
の
場
等
の
利
用
に
つ
い
て
検
討

し
、
県
と
調
整
を
行
っ
た
が
干
潟
に
は
希
少
生

物
が
多
く
生
息
し
て
い
る
た
め
、
整
備
は
非
常

に
厳
し
い
と
の
回
答
で
、
今
後
は
海
岸
道
路
整

備
の
可
能
性
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
の
策
定
に
つ
い
て

　

市
の
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

の
策
定
に
あ
た
っ
て
の
基
本
方
針
を
伺
い
ま
す
。

平
成
27
年
度
中
に
策
定

し
ま
す

■
企
画
部
長
　
具
志
堅
兼
栄

　

①
し
ご
と
づ
く
り
、②
ひ
と
の
流
れ
、③
結
婚
・

出
産
・
子
育
て
、
④
ま
ち
づ
く
り
の
各
分
野
を

カ
バ
ー
す
る
よ
う
、
市
の
「
ち
ゃ
ー
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｊ

Ｕ　

Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
構
想
」
等
と
整
合
を
図
り
策
定

し
ま
す
。
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國吉　明

■
産
業
建
設
部
参
事
　
伊
集
　
稔

①
停
止
線
と
、
外
周
線
の
ラ
イ
ン
引
き
は
発
注

済
み
。

②
県
と
し
て
は
整
備
済
み
と
の
回
答
。
し
か
し
、

交
差
点
の
形
状
が
複
雑
な
た
め
、
再
度
、
関

係
機
関
と
改
善
に
向
け
調
整
す
る
。

③
交
通
量
が
多
く
な
る
と
予
測
さ
れ
る
た
め
、

喜
良
原
側
は
、
信
号
機
設
置
に
向
け
公
安
委

員
会
と
協
議
し
て
い
く
。

施
政
方
針
に
つ
い
て

詳
細
は
次
の
と
お
り

　

市
長
の
27
年
度
施
政
方
針
の
中
か
ら
伺
う
。

①
養
殖
業
支
援
の
具
体
策
。

②
サ
ッ
カ
ー
以
外
の
誘
致
計
画
に
つ
い
て
。

③
教
育
の
日
に
つ
い
て
。

④
グ
ス
ク
ロ
ー
ド
公
園
内
遊
具
に
つ
い
て
。

■
産
業
建
設
部
部
長
　
山
村
研
吾

①
知
念
漁
協
が
モ
ズ
ク
の
網
干
し
場
を
志
喜
屋

漁
港
に
整
備
す
る
の
で
、
そ
れ
に
対
す
る
助

成
。

■
教
育
部
長
　
知
念
　
進

②
サ
ッ
カ
ー
の
公
式
戦
や
、
陸
上
あ
る
い
は
ゴ

ル
フ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
。

③
平
成
28
年
1
月
31
日
に
午
前
に
学
校
公
開
、

午
後
に
セ
レ
モ
ニ
ー
を
計
画
。
毎
年
開
催
す

る
。

■
産
業
建
設
部
参
事
　
伊
集
　
稔

④
危
険
遊
具
の
撤
去
と
新
た
な
遊
具
の
設

置
を
計
画
。

南
斎
場
に
つ
い
て

　

南
斎
場
を
利
用
し
た
い
が
空
き
が
無
く
２
、３

日
待
た
さ
れ
る
と
の
声
が
あ
る
。
対
応
策
が
な

い
か
伺
う
。

対
応
策
を
講
じ
て
あ
る

■
市
民
部
長
　
山
入
端
美
智
子

　

時
期
的
に
火
葬
を
待
つ
場
合
も
あ
る
が
、
供

用
を
開
始
し
た
ば
か
り
な
の
で
今
後
の
利
用
状

況
を
み
な
が
ら
検
討
す
る
。

■
市
長
　
古
謝
景
春

　

こ
れ
ま
で
は
１
基
に
付
き
１
日
２
回
火
葬

だ
っ
た
が
、
理
事
会
で
３
回
火
葬
で
き
る
よ
う

に
変
更
し
た
。

　

６
基
×
３
回
火
葬
で
当
分
は
対
応
で
き
る
。

地
域
の
課
題
・
要
望
に

つ
い
て

①
奥
武
島
い
ま
い
ゆ
市
場
へ
の
進
入
路
と
市
道

奥
武
島
一
周
線
の
接
道
部
が
停
止
線
、
中
央

線
が
消
え
て
い
る
た
め
危
険
で
あ
る
。
対
応

で
き
な
い
か
。

②
玉
城
郵
便
局
前
の
交
差
点
の
改
良
工
事
が
中

断
し
て
い
る
が
今
後
の
予
定
は
。

③
市
道
「
喜
良
原
新
里
長
作
原
線
」
が
開
通
す

る
と
交
通
量
が
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
交
差
点
改
良
と
信
号
機
設
置
に
つ
い
て

伺
う
。対

応
及
び
協
議
を
し
て
い
く

中村　直哉

県
道
４
８
号
線
船
越
バ
ス
停

上
り
線
の
整
備
に
つ
い
て

整
備
要
請
は
な
い

十
分
な
検
討
が
必
要

①
船
越
バ
ス
停
上
り
線
に
関
す
る
こ
れ

ま
で
の
整
備
要
請
に
つ
い
て

②
整
備
を
進
め
る
上
で
の
課
題
等
に
つ

い
て

■
市
民
部
長
　
山
入
端
美
智
子

①
船
越
バ
ス
停
上
り
線
に
関
す
る
整
備

要
請
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
要
請

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
区
か
ら
の
要
請

が
あ
れ
ば
、
道
路
管
理
者
で
あ
る
南

部
土
木
事
務
所
へ
要
請
を
し
て
い

く
。

■
市
民
部
長
　
山
入
端
美
智
子

②
こ
の
場
合
は
、
集
落
か
ら
の
市
道
と

県
道
が
交
わ
る
Ｔ
字
路
と
な
っ
て
お

り
、
船
越
公
民
館
側
か
ら
県
道
へ
出

る
際
に
バ
ス
が
止
ま
っ
て
い
る
と
、

現
状
で
は
右
折
が
厳
し
い
と
考
え
る

が
、
引
き
込
み
を
設
置
す
る
こ
と
で

右
折
可
能
と
な
る
と
考
え
る
。
し
か

し
、
停
車
バ
ス
が
発
車
す
る
際
に
バ

ス
と
の
接
触
が
起
こ
り
得
る
恐
れ
が

あ
り
、
設
置
に
つ
い
て
は
十
分
に
検

雄
樋
川
沿
い
の
粉
じ
ん
対
策

に
つ
い
て

①
今
後
の
粉
じ
ん
対
策
に
つ
い
て

②
対
策
の
時
期
に
つ
い
て

舗
装
工
事
を
実
施
す
る

■
産
業
建
設
部
長
　
山
村
研
吾

　

生
産
意
欲
の
高
い
受
益
農
家
の
方
々

も
お
り
、
区
長
か
ら
の
対
策
要
請
も
受

け
て
い
る
。
今
後
、
舗
装
工
事
を
実
施

す
る
予
定
で
あ
る
。

平
成
２
７
年
度
に
対
策
工
事

を
実
施
予
定

■
産
業
建
設
部
長
　
山
村
研
吾

　

平
成
27
年
度
に
舗
装
工
事
を
実
施
す

る
予
定
と
し
て
、
予
算
案
に
計
上
し
て

い
る
。

討
が
必
要
。
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■
産
業
建
設
部
長
　
山
村
研
吾

　

市
内
に
は
生
産
農
家
は
ほ
と
ん
ど
な

く
、
近
隣
市
町
村
で
も
防
除
支
援
は
な

く
、
現
状
で
は
行
政
が
動
き
出
す
段
階

に
な
い
と
考
え
る
。

不
法
投
棄
ゴ
ミ
の
対
策
に

つ
い
て

　

不
法
投
棄
対
策
に
つ
い
て
は
、
立
て

看
板
や
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
で
取
り
締

ま
っ
て
い
る
が
、
一
掃
出
来
な
い
の
が

実
態
だ
と
思
い
ま
す
。

　

南
城
市
に
は
海
を
望
む
絶
景
ポ
イ
ン

ト
が
多
く
あ
り
、
景
観
そ
の
も
の
が
貴

重
な
観
光
資
源
で
あ
り
ま
す
。
不
法
投

棄
の
た
め
観
光
客
に
悪
い
イ
メ
ー
ジ
を

与
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

住
み
よ
い
南
城
市
を
実
現
す
る
た
め

不
法
投
棄
の
一
掃
に
向
け
て
斬
新
な
対

処
策
が
講
じ
ら
れ
な
い
か
伺
い
ま
す
。

ま
た
、
注
意
喚
起
の
看
板
を
夜
光
性
に

し
た
り
、
ゴ
ミ
問
題
を
市
民
全
体
で
取

り
組
む
た
め
に
も
標
語
を
小
中
学
生
か

ら
募
っ
た
ら
ど
う
か
。

監
視
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
い

き
た
い

■
市
民
部
長
　
山
入
端
美
智
子

　

回
収
し
て
も
す
ぐ
に
不
法
投
棄
さ
れ

る
場
所
に
は
監
視
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て

い
く
。
夜
光
性
の
看
板
は
コ
ス
ト
面
か

ら
厳
し
い
。

■
教
育
長
　
山
城
　
馨

　

ご
提
言
の
標
語
ポ
ス
タ
ー
の
募
集
に

つ
い
て
は
検
討
で
き
る
。

■
市
長
　
古
謝
景
春

　

ゴ
ミ
問
題
は
全
国
的
に
条
例
の
中
で

過
料
を
料
し
て
規
制
す
る
こ
と
で
話
題

に
も
な
っ
た
が
効
き
目
が
な
い
と
言
わ

れ
て
お
り
ま
す
。
過
料
は
刑
罰
で
も
な

い
。
む
し
ろ
刑
罰
に
変
え
た
ら
い
い
の

で
は
な
い
か
、
犯
罪
行
為
と
し
て
産
業

廃
棄
物
の
よ
う
な
捉
え
方
で
あ
れ
ば
不

法
投
棄
ゴ
ミ
も
少
な
く
な
る
の
で
は
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

柑
橘
類
を
枯
死
さ
せ
る
カ
ミ
キ

リ
ム
シ
の
防
除
策
に
つ
い
て

　

柑
橘
類
の
中
で
も
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー

は
刺
身
等
の
調
味
料
と
し
て
、
ま
た
血

糖
値
上
昇
を
抑
制
す
る
効
果
も
あ
る
と

言
わ
れ
、広
く
利
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

近
年
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
の
被
害
に
よ
る

枯
死
が
目
立
つ
こ
と
か
ら
防
除
策
を
講

じ
ら
れ
な
い
か
伺
い
ま
す
。

行
政
が
動
き
出
す
段
階
に

な
い

■
企
画
部
長
　
具
志
堅
兼
栄

　
「
地
域
活
性
化
の
要
と
な
る
若
者

が
、
夢
や
希
望
を
持
ち
活
躍
で
き
る
」

南
城
市
を
そ
ん
な
ま
ち
に
す
る
事
が
私

に
与
え
ら
れ
た
宿
題
で
も
あ
り
ま
す
。

市
民
パ
ワ
ー
を
取
り
入
れ
た
形
で
の
実

現
が
望
ま
し
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
形

に
す
る
に
は
時
間
も
要
し
ま
す
。
活
用

可
能
な
基
金
等
も
あ
り
ま
す
の
で
、
実

現
で
き
る
よ
う
期
待
し
ま
す
。

仲間　光枝

南
城
市
型
夢
応
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
つ
い
て

　

積
極
的
な
社
会
参
画
を
し
な
が
ら
、

自
己
実
現
を
目
指
す
。
そ
ん
な
若
い
人

た
ち
を
ど
れ
く
ら
い
育
て
き
れ
る
か
が

迫
り
く
る
超
高
齢
化
時
代
の
明
暗
を
分

け
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
市
民
が
、
夢

や
希
望
を
持
っ
て
生
き
る
き
っ
か
け
と

応
援
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
が
で
き
な

い
か
提
案
し
、
ご
意
見
を
伺
い
ま
す
。

行
政
と
し
て
支
援
で
き
る
こ

と
は
や
っ
て
い
く

■
教
育
部
長
　
知
念
　
進

　

ハ
マ
ジ
ン
チ
ョ
ウ
群
落
は
、
県
指
定

天
然
記
念
物
ハ
マ
ジ
ン
チ
ョ
ウ
が
群
生

す
る
大
変
貴
重
な
場
所
で
す
。
保
護
の

観
点
か
ら
、
生
育
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す

雑
木
等
の
伐
採
、
ゴ
ミ
の
撤
去
や
清
掃

を
中
心
に
環
境
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

■
産
業
建
設
部
参
事
　
伊
集
　
稔

　

当
該
施
設
は
、
平
成
元
年
に
冨
祖
崎

緑
地
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
老
朽
化
し
使
用
不
可
と
な
っ
て

い
る
ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
撤
去
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
平
成
27
年
度
中

に
雑
木
の
伐
採
を
行
う
予
定
で
あ
り
、

そ
の
後
修
復
工
事
が
可
能
で
あ
る
か
沖

ハ
マ
ジ
ン
チ
ョ
ウ
群
落
周
辺

整
備
に
つ
い
て

　

冨
祖
崎
地
区
の
当
該
群
落
周
辺
は
、

雑
木
や
雑
草
が
繁
茂
し
、
ゴ
ミ
が
散
乱

し
て
見
る
も
無
惨
な
状
況
に
あ
り
ま

す
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
も
紹
介

さ
れ
て
い
る
の
に
、
こ
の
ま
ま
荒
れ
た

状
態
に
し
て
お
く
の
は
市
の
イ
メ
ー
ジ

ダ
ウ
ン
に
な
り
ま
す
。
教
育
委
員
会
の

調
査
を
踏
ま
え
、
今
後
の
対
策
と
整
備

計
画
を
伺
い
ま
す
。

伐
採
・
清
掃
等
は
速
や
か
に
、
整
備

工
事
に
つ
い
て
は
県
と
協
議
し
て
い
く

縄
県
や
市
教
育
委
員
会
と
協
議
し
て
い

き
ま
す
。
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■
市
民
部
長
　
山
入
端
美
智
子

　

現
在
押
ボ
タ
ン
式
信
号
機
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
福
原
区
か
ら
も
定
周
期

式
信
号
へ
の
改
善
要
請
が
あ
り
、
交
通

量
調
査
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。
早
々
に

与
那
原
警
察
署
へ
要
請
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

学
校
給
食
に
つ
い
て

　

平
成
27
年
４
月
に
よ
り
南
城
市
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
の
供
用
が
開
始
さ
れ
、

調
理
業
務
の
委
託
、
献
立
の
一
本
化
等

が
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
そ
こ
で

最
近
保
護
者
の
皆
様
の
関
心
の
高
い
３

点
に
つ
い
て
市
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

①
食
育
に
関
す
る
市
の
考
え
方
②
給
食

費
の
滞
納
状
況
に
つ
い
て
③
近
隣
市
町

村
と
比
べ
て
高
め
の
給
食
費
、
見
直
し

の
検
討
も
含
め
て
、
今
後
議
論
す
る
予

定
は
あ
る
の
か
。

し
っ
か
り
検
討
、
対
応
す
る

■
教
育
部
長
　
知
念
　
進

①
児
童
・
生
徒
会
が
食
に
関
す
る
正
し

い
知
識
と
望
ま
し
い
食
習
慣
を
身
に

付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
栄
養

士
等
と
も
連
携
し
、
今
後
も
食
育
活

動
を
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

②
徴
収
率
に
関
し
て
は
、
平
成
25
年
度

決
算
時
が
97
・
４
％
で
前
年
度
よ
り

２
・
３
％
程
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
の
訪
問
指
導
に
よ
り
分
割
納
付

や
児
童
手
当
か
ら
の
差
引
申
出
が
増

え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
訪
問

指
導
や
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し

な
が
ら
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

③
給
食
費
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
今

後
の
社
会
情
勢
か
ら
消
費
税
が
10
％

に
引
き
上
げ
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
見
直
し
が
必
要
か
現
状

も
踏
ま
え
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

信
号
機
改
良
に
つ
い
て

　

県
道
77
号
線
、
前
法
務
局
付
近
の
交

差
点
は
、
南
風
原
～
福
原
線
の
交
通
量

増
加
に
よ
り
、
朝
・
夕
の
ラ
ッ
シ
ュ
時

に
度
々
事
故
も
起
こ
る
な
ど
危
険
な
状

況
で
あ
り
ま
す
。
現
在
の
押
ボ
タ
ン
式

に
よ
り
定
周
期
式
へ
の
改
良
・
対
策
が

と
れ
な
い
か
、市
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

要
請
し
て
い
く

　

中
城
湾
流
域
下
水
道
へ
編
入
す
る
旨

の
方
針
を
示
し
て
頂
い
た
が
可
能
性
を

伺
う
。
下
水
道
管
の
接
続
を
考
え
る
と

与
那
原
署
前
の
三
差
路
を
大
里
側
か
ら

県
道
77
号
線
バ
イ
パ
ス
を
作
り
十
字
路

に
す
る
提
案
の
方
が
現
実
的
で
、
三
差

路
の
混
雑
解
消
に
も
な
る
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
に
つ
い
て

　

高
齢
化
が
進
む
本
市
も
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
は
、
大
事
な
取
組

み
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
と
今

後
の
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

課
題
も
多
い
が
懸
命
に
取
り

組
ん
で
い
る

■
福
祉
部
長
　
小
谷
　
肇

　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分

ら
し
い
生
活
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
住
ま

い
、
医
療
、
介
護
、
予
防
、
生
活
支
援

が
一
体
的
に
供
給
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
の

構
築
を
目
指
し
関
係
団
体
・
機
関
と
ケ

ア
会
議
を
行
っ
て
き
た
。
課
題
と
し
て

は
、
地
域
支
援
の
マ
ン
パ
ワ
ー
の
不

足
、
在
宅
療
養
の
面
で
、
医
療
機
関
の

訪
問
診
療
が
で
き
な
い
等
が
浮
き
彫
り

と
な
っ
た
。

国
民
健
康
保
険
事
業
に

つ
い
て

　

国
保
特
別
会
計
の
赤
字
の
原
因
と
対

策
。
３
年
後
の
広
域
化
に
お
け
る
保
険

料
算
定
に
市
町
村
の
健
康
づ
く
り
の
努

力
が
反
映
さ
れ
る
仕
組
み
を
提
案
し
て

頂
き
た
い
。

精
力
的
に
取
り
組
む

■
市
民
部
長
　
山
入
端
美
智
子

　

原
因
は
、
保
険
料
の
減
少
、
前
期
高

齢
者
交
付
金
が
県
外
の
同
規
模
市
に
比

し
て
少
な
い
、
そ
し
て
医
療
費
の
増
で

あ
る
。
今
後
も
市
民
の
健
康
づ
く
り
に

全
力
。
広
域
化
お
い
て
は
、
市
町
村
の

努
力
が
保
険
料
算
定
に
反
映
さ
れ
る
よ

う
提
案
し
た
い
。

■
市
長
　
古
謝
景
春

　

前
期
高
齢
者
交
付
金
が
少
な
い
事
に

つ
い
て
、
国
保
連
合
会
の
理
事
と
し
て

去
っ
た
1
月
国
へ
要
請
。
主
た
る
原
因

が
沖
縄
の
特
殊
事
情
に
あ
る
と
ご
理
解

頂
い
た
。良
い
方
向
へ
動
き
つ
つ
あ
る
。

公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画

を
策
定

大
里
北
地
域
か
ら
大
里
グ
リ
ー
ン
タ

ウ
ン
ま
で
の
下
水
道
整
備
に
つ
い
て

■
上
下
水
道
部
長
　
飯
田
高
男

　

県
は
、
平
成
27
年
度
「
沖
縄
汚
水
再

生
ち
ゅ
ら
水
プ
ラ
ン
」
を
見
直
し
、
編

入
を
検
討
す
る
と
し
て
い
る
。

■
市
長
　
古
謝
景
春

　

十
字
路
化
は
、
良
い
提
言
だ
。
関
係

機
関
と
連
携
し
頑
張
り
た
い
。
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玉城　健

前里　輝明

■
福
祉
部
長
　
小
谷
　
肇

　

今
後
南
城
市
の
Ｈ
Ｐ
に
お
い
て
議
事

録
の
公
開
を
検
討
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
に
つ
い
て
は
ニ
ー
ズ
調
査
や
２
回

の
説
明
会
等
で
意
見
を
聴
取
し
て
対
応

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
事
業
計
画

の
改
定
に
あ
た
り
実
施
が
必
要
か
検
討

し
ま
す
。

佐
敷
地
区
の
農
業
用
水
の

確
保
を

東
部
・
西
部
に
分
け
て
事
業

化
を
検
討

　

安
定
し
た
農
業
用
水
を
確
保
す
る
事

で
農
作
物
の
生
産
量
や
農
業
収
入
の
向

上
、
新
規
農
業
参
入
者
や
高
付
加
価
値

の
農
作
物
へ
の
転
換
な
ど
今
後
の
農
業

振
興
に
つ
な
が
り
ま
す
。
農
業
用
水
確

保
に
向
け
た
事
業
導
入
や
今
後
の
整
備

計
画
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

■
産
業
建
設
部
長
　
山
村
　
研
吾

　

現
在
実
施
中
の
、
か
ん
が
い
事
業
は

な
く
佐
敷
地
区
を
２
つ
に
分
け
て
事
業

化
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
が
受
益
者
か

ら
の
同
意
が
無
い
と
事
業
の
導
入
は
出

来
な
い
の
で
話
し
合
っ
て
要
請
を
上
げ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

島
尻
特
別
支
援
学
校
馬
天
分

教
室
に
つ
い
て

　

馬
天
小
学
校
に
島
尻
特
別
支
援
学
校

小
学
校
の
分
教
室
が
開
室
さ
れ
ま
す
。

県
内
で
は
初
め
て
の
取
り
組
み
で
イ
ン

ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
を
推
進
し
て
い
く
な

か
で
モ
デ
ル
と
な
り
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
受
け
入
れ
体
制
や
学
校
の
整
備
状

況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

子
ど
も
達
の
成
長
を
支
援
し

て
い
く

■
教
育
部
長
　
知
念
　
進

　

教
職
員
の
研
修
が
促
進
さ
れ
充
実
し

た
特
別
支
援
教
育
が
行
わ
れ
る
事
に
期

待
で
き
施
設
整
備
に
お
い
て
も
空
調
や

備
品
整
備
も
含
め
て
受
け
入
れ
可
能
な

体
制
で
進
め
て
い
ま
す
。

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
の
議
事
録
・

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
つ
い
て

　

南
城
市
は
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
の

議
事
録
の
非
公
開
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
（
意
見
公
募
）
の
実
施
を
行
わ
な

い
事
に
な
っ
て
い
ま
す
が
新
制
度
の
内

容
や
子
育
て
会
議
の
議
論
を
理
解
し
て

も
ら
う
為
に
議
事
録
の
公
開
や
様
々
な

方
か
ら
の
意
見
を
施
策
に
活
か
す
為
に

も
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
に
取

り
組
む
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
が
所
見
を

伺
い
ま
す
。

議
事
録
の
公
開
・
意
見
公
募

の
実
施
を
検
討

■
教
育
部
長
　
知
念
進

　

学
校
か
ら
の
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
養
成
件
数
が
増
加
し
て
い
る
こ
と

か
ら
１
人
増
員
し
２
人
体
制
で
よ
り
よ

い
学
習
支
援
の
充
実
に
つ
な
げ
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

■
教
育
長
　
山
城
馨

　

学
習
支
援
に
つ
い
て
い
ろ
ん
な
問
題

も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
話
し
合
い
、

協
議
す
る
場
も
定
期
的
に
設
け
ま
し

て
、
情
報
交
換
も
し
な
が
ら
さ
ら
に
充

実
し
た
学
習
支
援
活
動
が
で
き
る
よ
う

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

加
農
砲
（
カ
ノ
ン
砲
）
に
つ

い
て

　

大
里
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
敷
地

内
に
展
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
「
加
農

砲
」
の
維
持
管
理
及
び
平
和
学
習
利
用

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

平
和
学
習
に
使
え
る
よ
う
に

検
討
す
る

■
教
育
長
　
山
城
馨

　

市
史
の
ほ
う
で
現
在
、
戦
争
編
の
作

業
に
取
り
か
か
っ
て
お
り
ま
す
の
で

し
っ
か
り
と
調
査
し
て
残
し
て
い
こ
う

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

■
市
長
　
古
謝
景
春

　

こ
れ
は
大
里
地
域
の
財
産
と
し
て
引

き
継
い
で
き
た
大
変
貴
重
な
戦
争
遺
跡

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
時
の
方
々
も
含

め
、
議
論
し
な
が
ら
で
き
れ
ば
平
和
学

習
で
き
る
場
所
に
移
し
、
未
来
永
劫
に

保
存
で
き
る
よ
う
に
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

市
道
の
補
修
整
備
に
つ
い
て

　

平
成
23
年
前
川
自
治
会
よ
り
要
請
の

市
道
、
前
川
石
川
線
道
路
沈
下
崩
れ
の

補
修
に
つ
い
て
、
そ
の
後
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

補
修
手
段
の
検
討
を
し
て
い

き
た
い

■
産
業
建
設
部
参
事
　
伊
集
　
稔

　

復
旧
工
事
を
行
う
場
合
50
ｍ
の
擁
壁

工
事
が
理
想
で
単
独
事
業
で
の
対
応
は

厳
し
い
と
考
え
ら
れ
、
引
き
続
き
現
場

を
確
認
し
な
が
ら
補
修
手
段
の
検
討
を

し
て
い
き
た
い
。

学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

つ
い
て

　

学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
十

分
に
展
開
す
る
た
め
に
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
増
員
と
、
学
校
現
場
と
の

意
見
交
換
は
で
き
な
い
か
伺
い
ま
す
。

１
人
増
員
し
２
人
体
制
と

す
る
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伊礼　清則

■
市
民
部
長
　
山
入
端
美
智
子
　

　

市
民
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、

ネ
ッ
ト
を
被
せ
る
こ
と
で
被
害
が
な
く

な
っ
た
事
例
か
ら
、
広
報
紙
等
で
周
知

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
可
燃

ご
み
に
生
ご
み
等
を
出
さ
な
い
よ
う

に
、
市
で
助
成
し
て
い
る
生
ご
み
処
理

奨
励
金
の
活
用
に
つ
い
て
も
積
極
的
に

進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

放
送
設
備
（
ス
ピ
ー
カ
ー
）

設
置
に
つ
い
て

　

平
成
一
九
年
に
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ

ト
施
設
整
備
事
業
に
よ
り
、
行
政
情
報

や
防
災
情
報
の
配
信
を
目
的
と
し
て
放

送
機
器
の
整
備
を
完
了
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
後
も
新
た
に
住
居
等
が
増

え
、
聞
こ
え
づ
ら
い
場
所
が
出
て
き
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
下
記
の
点
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

①
防
犯
灯
同
様
に
、
増
や
し
て
い
く
考

え
は
。
②
各
区
長
か
ら
要
望
が
あ
が
っ

て
い
る
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
な
回
答

を
し
て
い
る
の
か
。
③
防
災
無
線
の
設

置
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

区
独
自
で
整
備

■
企
画
部
長
　
具
志
堅
兼
栄
　

①
市
内
全
域
に
設
置
し
て
お
り
、
放
送

設
備
事
業
は
概
ね
終
了
し
た
と
考
え
て

い
る
。
②
区
長
会
と
の
協
議
が
決
定
し

て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
従
来
ど
お
り

区
・
自
治
会
で
整
備
す
る
よ
う
回
答
。

③
新
庁
舎
建
設
に
伴
う
防
災
シ
ス
テ
ム

再
構
築
の
際
に
合
わ
せ
て
検
討
。

■
企
画
部
長
　
具
志
堅
兼
栄
　

　

維
持
補
修
等
に
つ
い
て
、
二
分

の
一
助
成
を
し
た
い
と
い
う
方
向

で
議
論
を
し
て
い
る
。

カ
ラ
ス
の
対
策
に
つ
い
て

　

最
近
、
南
城
市
で
も
カ
ラ
ス
を
頻
繁

に
見
か
け
る
事
が
多
く
な
り
、
あ
る
地

域
で
は
現
林
に
住
処
が
あ
る
よ
う
で
、

早
朝
・
夕
方
に
は
か
な
り
の
数
が
目
撃

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
の
と
こ
ろ
人
へ
の

被
害
報
告
は
な
い
よ
う
で
す
が
、
ゴ
ミ

を
荒
ら
さ
れ
る
被
害
が
出
て
い
る
と
聞

い
て
い
る
。
カ
ラ
ス
の
繁
殖
力
か
ら
考

え
る
と
早
い
う
ち
に
対
策
を
取
る
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
市
の
考
え
は
。

生
ご
み
処
理
奨
励
金
の
活
用

■
産
業
建
設
部
長
　
山
村
　
研
吾

①
知
念
漁
協
が
平
成
27
年
度
に
実
施
を

す
る
パ
ヤ
オ
３
基
に
対
し
一
括
交
付

金
を
活
用
し
た
漁
場
整
備
支
援
と
し

て
助
成
を
予
定
し
て
い
る
も
の
で
ご

ざ
い
ま
す
。

②
知
念
漁
協
が
行
う
志
喜
屋
漁
港
の
モ

ズ
ク
網
干
棚
へ
の
整
備
の
助
成
で
あ

り
ま
す
。

吉田　潤

市
民
の
安
全
安
心
な
環
境
整

備
に
つ
い
て

①　

久
手
堅
区
内
に
大
木
の
ガ
ジ
ュ
マ

ル
が
枯
れ
て
危
険
な
状
況
で
あ
り
撤

去
作
業
が
で
き
な
い
か
伺
い
ま
す
。

②　

志
喜
屋
区
で
起
き
た
落
盤
事
故
か

ら
や
が
て
一
年
近
く
な
る
と
思
い
ま

す
が
そ
の
後
の
進
捗
状
況
を
伺
い
ま

す
。①

撤
去
可
能
か
検
討
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

②
対
策
工
事
に
着
手
す
る
予
定
だ
と
聞
い
て
お
り
ま
す

■
産
業
建
設
部
参
事
　
伊
集
　
稔

①
先
週
業
者
に
見
積
も
り
を
依
頼
し
今

年
度
予
算
で
撤
去
可
能
か
検
討
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

②
県
に
お
い
て
崩
落
個
所
を
含
む
一
帯

の
地
域
を
保
安
林
に
し
た
後
に
治
山

事
業
の
採
択
、
そ
れ
と
治
山
事
業
の

実
施
に
向
け
作
業
が
進
め
ら
れ
平
成

27
年
度
に
調
査
を
実
施
そ
の
後
危
険

性
が
高
い
個
所
か
ら
対
策
工
事
に
着

手
す
る
予
定
だ
と
聞
い
て
お
り
ま

す
。農

業
の
振
興
策
に
つ
い
て

①
農
地
中
間
管
理
機
構
の
事
業
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

②
青
年
就
農
給
付
金
事
業
の
効
果
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

①
農
地
の
貸
し
借
り
が
で
き
る
よ
う
配
慮
さ
れ
た
仕
組
み
で
あ
り
ま
す

②
こ
の
事
業
は
平
成
24
年
度
か
ら
実
施

■
産
業
建
設
部
長
　
山
村
　
研
吾

①
農
地
の
貸
し
借
り
に
農
地
中
間
管
理

機
構
が
介
在
す
る
こ
と
で
出
し
て
借

り
て
の
双
方
が
安
心
し
て
農
地
の
貸

し
借
り
が
出
来
る
よ
う
配
慮
さ
れ
た

仕
組
み
で
あ
り
ま
す
。

②
こ
の
事
業
は
平
成
24
年
度
か
ら
実
施

し
24
年
度
は
19
名
、
25
年
度
は
継
続

18
名
新
規
が
７
名
で
２
５
名
、
26
年

度
は
継
続
21
名
新
規
が
３
名
合
計
24

名
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

水
産
業
の
振
興
策
に
つ
い
て

①
漁
獲
高
を
安
定
さ
せ
る
た
め
漁
礁
設

置
等
に
よ
る
漁
場
整
備
の
支
援
事
業

伺
い
ま
す
。

②
養
殖
業
へ
の
支
援
も
継
続
し
所
得
の

向
上
に
努
め
る
と
あ
り
ま
す
が
具
体

的
な
詳
細
を
伺
い
ま
す
。

①
漁
場
整
備
支
援
と
し
て
助
成
を
予
定
し
て
い
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す

②
モ
ズ
ク
網
干
棚
の
整
備
に
つ
い
て
の
助
成
で
あ
り
ま
す

区
長
会
で
五
十
％
の
補
助
を
行
う

と
聞
い
て
い
る
が
、補
修
の
み
か
。
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詳
細
は
次
の
と
お
り

知念　俊也

富
里
区
信
号
機
に
つ
い
て

導
入
に
強
く
要
請
し
て
い
く

　

県
道
48
号
線
富
里
・
當
山
区
付
近
の

交
差
点
信
号
機
で
、
現
在
点
滅
式
と

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
朝
夕
の
交
通

量
増
加
時
、
通
過
し
づ
ら
く
、
ま
た
交

通
事
故
等
た
び
た
び
あ
り
、
ひ
や
り
と

す
る
場
面
も
見
受
け
ら
れ
危
険
で
あ

る
。
市
民
か
ら
も
、
通
常
信
号
機
が
望

ま
し
い
と
の
声
も
多
数
あ
り
、
対
応
で

き
な
い
か
伺
う
。
ま
た
、
信
号
機
新

設
に
あ
た
っ
て
の
基
準
等
あ
る
の
か

伺
う
。

■
市
民
部
長
　
山
入
端
美
智
子

　

同
交
差
点
は
、
平
成
24
年
７
月
に

も
、
与
那
原
警
察
署
へ
要
請
し
て
い

る
。
市
側
と
し
て
も
、
危
険
度
は
認
識

し
て
お
り
、
引
き
続
き
強
く
要
請
を
行

う
。
基
準
に
お
い
て
は
、
交
通
量
ピ
ー

ク
時
、
１
時
間
の
調
査
に
お
い
て
、
お

お
よ
そ
３
０
０
台
以
上
と
聞
い
て
い

る
。

■
副
市
長
　
座
波
　
一

　

中
山
ト
ン
ネ
ル
開
通
後
、
奥
武
島
の

観
光
活
性
化
等
、
こ
の
交
差
点
は
、
交

通
量
増
加
す
る
と
考
え
る
。
地
域
の
皆

屋
嘉
部
区
公
民
館
前
市
道
に

つ
い
て

さ
ん
の
声
で
、
優
先
順
位
も
あ
る
と
聞

く
。
導
入
に
向
け
御
協
力
を
お
願
い

す
る
。

　

玉
城
小
学
校
の
送
迎
場
所
、
行
事
等

の
駐
車
場
ま
た
、
屋
嘉
部
区
行
事
な
ど

利
用
し
て
い
る
市
道
広
場
で
あ
る
。
し

か
し
公
共
工
事
、
埋
設
管
跡
の
沈
下
年

数
に
よ
る
劣
化
に
よ
り
、
降
雨
時
水
た

ま
り
箇
所
が
多
数
あ
り
、
児
童
の
車
乗

り
降
り
、
区
行
事
等
支
障
を
き
た
し
て

い
る
。
早
期
改
修
で
き
な
い
か
伺
う
。

区
側
と
調
整
し
検
討
す
る

■
産
業
建
設
部
参
事
　
伊
集
　
稔

　

公
共
工
事
埋
設
物
が
集
中
し
て
い
る

場
所
で
、
舗
装
工
事
を
繰
り
返
す
こ
と

で
、
水
た
ま
り
等
が
で
き
た
と
認
識
し

て
い
る
。
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
面
の
改

善
に
お
い
て
は
、
全
体
的
に
水
勾
配
等

考
慮
し
て
、
全
面
舗
装
（
約
１
１
０
平

米
）
を
施
さ
な
け
れ
ば
解
消
で
き
な
い

と
考
え
る
。
維
持
管
理
費
予
算
内
で
検

討
し
、
区
側
と
調
整
し
て
い
く
。

城間　松安

糞
尿
処
理
施
設
の
建
設
に

つ
い
て

本
市
に
適
し
た
対
策
を
模
索

す
る

　

市
内
の
酪
農
家
は
県
全
体
の
約
４
割

を
占
め
て
お
り
、
牛
乳
生
産
に
大
き
く

貢
献
し
て
お
り
ま
す
。
一
時
期
２
１
２

戸
あ
っ
た
農
家
も
66
農
家
と
激
減
し
て

お
り
、
牛
乳
の
需
要
に
支
障
を
き
た
し

て
お
り
ま
す
。
現
状
と
し
て
円
安
が
続

き
大
変
厳
し
い
経
営
状
況
に
あ
り
ま

す
。
課
題
と
し
て
糞
尿
処
理
、
乳
牛
の

頭
数
不
足
が
あ
り
、
以
下
２
点
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。
①
糞
尿
処
理
施
設
の
建

設
。
②
一
括
交
付
金
を
活
用
し
た
優
良

乳
牛
の
導
入
。

■
産
業
建
設
部
長
　
山
村
研
吾

　

現
在
県
が
調
査
事
業
を
実
施
し
て
お

り
、
調
査
結
果
を
見
て
本
市
に
適
し
た

糞
尿
処
理
を
模
索
し
て
い
く
。
一
括
交

付
金
を
活
用
し
た
優
良
乳
牛
の
導
入
に

つ
い
て
は
酪
農
部
会
の
方
々
と
意
見
交

換
を
し
な
が
ら
、
今
後
の
酪
農
支
援
策

に
つ
い
て
検
討
す
る
。

■
市
長
　
古
謝
景
春

　

和
牛
も
農
協
の
リ
ー
ス
事
業
で
出
来

る
形
に
な
っ
て
お
り
、
優
良
牛
に
よ
っ

て
乳
の
量
が
多
く
な
る
。
少
数
で
経
営

が
成
り
立
つ
と
言
う
根
拠
を
示
せ
ば

可
能
性
と
し
て
十
分
あ
り
検
討
に
値

す
る
。地

域
の
課
題
に
つ
い
て

①
大
里
古
堅
区
内
の
農
村
公
園
に
ト
イ

レ
を
設
置
で
き
な
い
か
伺
う
。

②
古
堅
区
内
の
市
道
に
ハ
ン
プ
と
横
断

歩
道
の
設
置
が
出
来
な
い
か
伺
う
。

③
古
堅
区
の
公
民
館
に
掲
示
板
を
設
置

で
き
な
い
か
伺
う
。

■
産
業
建
設
部
長
　
山
村
研
吾

①
ト
イ
レ
、
遊
具
の
整
備
を
含
め
て
、

補
助
制
度
が
な
く
厳
し
い
。

■
産
業
建
設
部
参
事
　
伊
集
　
稔

②
ハ
ン
プ
に
つ
い
て
は
古
堅
区
と
調
整

し
検
討
す
る
。
横
断
歩
道
に
つ
い
て

当
該
市
道
は
幅
員
が
狭
く
設
置
は
厳

し
い
。

■
総
務
部
長
　
當
眞
隆
夫

③
区
長
よ
り
要
望
書
を
提
出
す
れ
ば
、

次
年
度
設
置
に
向
け
て
検
討
す
る
。
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大城　憲幸

待
機
児
童
問
題
、
さ
ら
に
取

組
み
強
化
を

　

本
市
で
は
保
育
園
に
入
れ
な
い
待
機

児
童
の
対
策
を
進
め
て
き
た
が
、
残
念

な
が
ら
そ
の
数
は
年
々
増
加
し
、
新
年

度
に
向
け
た
私
の
調
査
で
は
直
近
で

２
２
０
名
も
お
り
、
そ
の
内
１
５
０
名

が
大
里
地
域
に
集
中
し
て
い
る
状
況
に

あ
る
。

　

我
々
は
、
平
成
29
年
ま
で
に
待
機
児

童
を
ゼ
ロ
に
し
、
さ
ら
な
る
子
育
て
環

境
整
備
に
よ
る
若
者
の
定
住
促
進
を
計

り
４
万
５
千
の
人
口
を
目
指
し
て
い

る
。

　

今
後
に
向
け
し
っ
か
り
議
論
し
、
取

組
み
を
強
化
す
べ
き
と
考
え
る
。

市
職
員
の
配
置
方
針
は

　
「
合
併
10
年
で
約
１
０
０
名
の
職
員

を
削
減
す
る
」
こ
の
目
標
は
、
ほ
ぼ
計

画
通
り
と
認
識
し
て
い
る
が
、
現
在
の

正
職
員
数
３
４
０
名
に
対
し
、
臨
時

な
ど
非
正
規
職
員
数
は
年
々
増
加
し

３
５
０
名
と
逆
転
し
た
状
況
に
あ
る
。

　

ま
た
、
予
算
全
体
が
合
併
当
初
と
比

較
し
24
％
増
に
対
し
、
医
療
や
児
童
・

老
人
等
の
福
祉
予
算
は
約
２
０
０
％
と

倍
増
し
て
お
り
、
人
員
配
置
も
再
検
討

す
べ
き
時
期
に
来
て
い
る
と
考
え
る
が

今
後
の
方
針
は
。

■
総
務
部
長
　
當
眞
隆
夫

　

非
正
規
職
員
に
つ
い
て
は
、
合
併
当

初
か
ら
職
員
数
の
削
減
に
伴
い
増
加
し

て
い
る
。
福
祉
関
連
事
業
は
少
子
高
齢

化
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、
国
の
施
策

含
め
業
務
が
増
加
し
て
お
り
専
門
職
２

名
の
増
員
を
予
定
し
て
い
る
。

　

全
体
的
な
今
後
の
方
針
は
新
年
度
に

定
員
適
正
化
計
画
の
作
成
過
程
で
議
論

し
決
め
て
行
く
。

照喜名　智

沖
縄
県
市
長
会
長
に
つ
い
て

重
責
で
あ
り
全
力
を
傾
注

し
た
い

　

古
謝
市
長
が
沖
縄
県
市
長
会
長
に
就

任
し
た
。
那
覇
市
以
外
か
ら
二
十
三
年

ぶ
り
、
十
一
市
の
中
で
人
口
規
模
の
い

ち
ば
ん
小
さ
い
南
城
市
か
ら
選
ば
れ
た

の
は
誇
ら
し
い
。

　

市
長
の
率
直
な
感
想
と
決
意
を
伺
い

た
い
。

■
市
長
　
古
謝
景
春

　

大
変
重
責
で
あ
る
と
同
時
に
沖
縄
県

の
こ
れ
か
ら
の
方
向
性
を
左
右
す
る
会

長
職
と
捉
え
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
経

験
を
活
か
し
全
力
を
傾
注
す
る
決
意
で

す
。

市
全
体
の
均
衡
あ
る
発
展
の

策
は

ム
ラ
ヤ
ー
構
想
の
展
開
を

図
る

　

南
城
市
単
独
の
都
市
計
画
区
域
が
設

定
さ
れ
て
以
来
、
大
里
地
域
を
中
心
に

人
口
が
伸
び
活
況
を
呈
し
て
い
る
。
反

面
、
ま
ち
づ
く
り
の
根
幹
を
な
す
若
者

の
流
出
が
顕
著
で
将
来
の
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
維
持
、
伝
統
文
化
の
継
承
が

懸
念
さ
れ
る
地
域
も
あ
る
。
南
城
市
全

体
の
均
衡
あ
る
発
展
の
施
策
を
問
う
。

■
企
画
部
長
　
具
志
堅
兼
栄

　

市
の
均
衡
あ
る
発
展
は
地
域
の
誇
り

を
共
有
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
維

持
・
再
生
・
強
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

ム
ラ
ヤ
ー
構
想
の
展
開
を
図
り
市
全

体
の
生
活
利
便
性
や
活
力
の
向
上
を
図

る
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

複
合
施
設
の
避
難
訓
練
、

交
通
安
全
は

避
難
訓
練
を
実
施
、
安
全
指

導
を
徹
底

　

知
念
児
童
館
、
学
童
、
図
書
館
、
市

民
課
窓
口
が
入
っ
て
い
る
複
合
施
設
で

の
合
同
の
防
災
、
避
難
訓
練
の
必
要
性

を
感
じ
る
が
。

　

知
念
小
か
ら
児
童
館
に
向
か
う
道
は

見
通
し
が
悪
く
下
校
時
は
非
常
に
危

険
と
の
指
摘
が
あ
る
。
学
校
で
の
指

導
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
、
注
意
喚
起
看
板

等
々
、
対
策
が
求
め
ら
れ
る
が
。

■
市
民
部
長
　
山
入
端
美
智
子

　

子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
市
民
が
利
用

す
る
施
設
で
あ
り
関
係
各
課
と
連
携
し

避
難
訓
練
を
実
施
す
る
。
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
も
教
育
委
員
会
と
連
携
し
設
置
を

考
え
た
い
。

■
教
育
部
長
　
知
念
進

　

ご
指
摘
の
箇
所
は
見
通
し
が
悪
く
知

念
小
か
ら
も
危
険
個
所
と
し
て
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
注
意
喚

起
看
板
の
設
置
、
登
下
校
の
安
全
指
導

を
徹
底
し
た
い
。

平
成
29
年
ま
で
に
３
９
０
名

の
定
員
増

合
併
時
の
削
減
目
標
は
達
成
、

新
た
な
計
画
で
方
針
示
す

■
福
祉
部
長
　
小
谷
　
肇

　

待
機
児
童
は
増
加
し
て
い
る
現
状
で

あ
る
が
、
平
成
29
年
の
待
機
児
童
ゼ
ロ

を
目
標
に
新
設
５
園
、
増
改
築
２
園
の

事
業
を
実
施
し
３
９
０
名
の
定
員
確
保

を
行
う
。
ま
た
、
待
機
児
童
の
多
い
大

里
地
域
に
は
３
園
の
新
設
と
１
園
の
増

改
築
で
２
４
０
名
の
定
員
増
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
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■
産
業
建
設
部
参
事
　
伊
集
　
稔

　

南
城
市
道
路
網
整
備
計
画
に
お
い
て
幹

線
道
路
等
の
短
期
整
備
路
線
及
び
中
期
整

備
路
線
等
の
進
捗
状
況
を
見
な
が
ら
、
今

の
社
会
状
況
や
南
城
市
の
状
況
も
変
わ
っ

て
く
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
見
直
し
が
い

つ
に
な
る
か
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
窪
地
の
補
修
は
単
費
で
対

応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

上地寿賀子

平
成
２
７
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
る「
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
」に
つ
い
て

職
員
体
制
は
十
分
、
広
報
誌
で

情
報
提
供
。必
須
事
業
を
実
施
。

　

生
活
保
護
に
至
る
前
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ

ト
と
し
て
新
た
に
制
度
が
施
行
さ
れ
ま
す

が
、
取
組
み
に
つ
い
て
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

①
職
員
体
制
に
つ
い
て
②
対
象
者
の
把
握
、

周
知
に
つ
い
て
督
促
状
発
送
時
に
お
知
ら
せ
同

封
が
で
き
な
い
か
③
必
須
事
業
、
任
意
事
業

（
学
習
支
援
事
業
）
の
実
施
に
つ
い
て

■
福
祉
部
長
　
小
谷
　
肇

①	

正
規
職
員
１
名
、
主
任
相
談
支
援
員
、
相

談
支
援
員
を
１
名
ず
つ
配
置
。

②	

各
関
係
課
や
社
協
、
民
生
委
員
や
市
内
福

祉
関
係
機
関
へ
制
度
の
説
明
を
行
い
人
数

の
情
報
提
供
を
依
頼
し
把
握
し
て
お
り
ま

す
。
広
く
知
ら
せ
る
た
め
に
督
促
、
催
促

状
を
送
る
時
に
便
乗
し
お
知
ら
せ
を
入
れ

る
形
で
他
課
と
の
連
携
で
対
応
し
て
ま
い

り
ま
す
。

③	

子
ど
も
の
健
全
育
成
支
援
事
業
で
子
ど
も

支
援
員
を
１
人
配
置
し
、
進
学
の
相
談
援

助
、
不
登
校
の
相
談
援
助
、
日
常
生
活
の

相
談
援
助
等
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
一
年

を
通
し
て
人
数
把
握
が
で
き
ま
し
た
ら
、

学
習
支
援
事
業
を
４
地
区
か
１
カ
所
に
す

る
か
検
討
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
道
１
の
４
６
号
線
公く

ぼ
う方

線せ
ん

の
拡
張
整
備
に
つ
い
て

　

公
方
線
は
徒
歩
で
の
親
子
通
園
や
散
歩

な
ど
多
く
の
市
民
が
利
用
し
て
い
ま
す
が
、

道
幅
が
狭
い
た
め
車
の
往
来
が
で
き
ず
、
至

る
所
に
陥
没
箇
所
も
あ
り
危
険
な
状
況
で
あ

り
ま
す
。
今
後
保
育
園
が
増
設
さ
れ
、
こ
の

一
帯
に
約
２
４
０
台
の
送
り
迎
え
の
車
が
往

来
す
る
と
い
う
事
か
ら
も
早
急
に
整
備
を
進

め
る
べ
き
で
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

保
育
園
が
設
備
さ
せ
る
事
も
あ

り
、単
費
で
窪
地
の
補
修
を
行
う
。

○：出席

△：途中出席

▲：途中退席

×：欠席

除：除斥

3日 6日 6日 9日 10日 11日 12日 13日 16日 16日 18日 19日 20日 23日

本
会
議
①

本
会
議
②

常
任
委
員
会
①

常
任
委
員
会
②

常
任
委
員
会
③

常
任
委
員
会
④

常
任
委
員
会
⑤

庁
舎
建
設
特
別
委
員
会

総
括
質
疑（
連
合
）

常
任
委
員
会
⑥

本
会
議
③

本
会
議
④

本
会
議
⑤

本
会
議
⑥

議長 大　城　　　悟 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

総
務
福
祉
委
員
会

吉　田　　　潤 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
国　吉　昌　実 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
上　地　寿賀子 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
知　念　俊　也 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
仲　間　光　枝 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
伊　礼　清　則 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
比　嘉　直　明 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
松　田　兼　弘 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○
前　里　輝　明 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
大　城　憲　幸 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

産
業
教
育
委
員
会

城　間　松　安 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平　田　安　則 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
新　里　　　嘉 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
安谷屋　　　正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
國　吉　　　明 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
中　村　直　哉 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
玉　城　　　健 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○
親　川　孝　雄 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
照喜名　　　智 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成27年3月定例会議員別出欠結果一覧表
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南城市議会だより 平成27年３月定例会号

　市議会では、３月議会で行う予算審査を前に、現場調査を２月12、13日に行いました。
　平成26年度完了事業と継続事業の進捗状況の確認や、平成27年度事業の予定地に実際に足を
運び、予算の適正な使い方を議会で審議する為、２日間で23個所の調査を行いました。

現  場  調 査

▶
玉
城
中
学
校
特
別

教
室
改
築
事
業
、

武
道
場
・
水
泳
プ
ー

ル
改
築
事
業

▶
知
念
城
跡
保
存
修

理
事
業

▶
沖
縄
振
興
特
別
交

付
金
事
業
（
地
域

観
光
交
流
拠
点
施

設
新
築
工
事
）

▶
沖
縄
振
興
特
別
推

進
市
町
村
交
付
金

（
蔬
菜
花
卉
園
芸
施

設
整
備（
補
））

▶
文
化
セ
ン
タ
ー
機

能
強
化
事
業

▶
社
会
資
本
整
備
総

合
交
付
金
（
大
里

南
小
学
校
線
）

議 員 研 修

庁舎建設特別委員会

視察受け入れ

▶
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
公
的
施
設
移
行

促
進
事
業

▶
庁
舎
建
設
事
業

▶
公
共
下
水
道
事
業

本部町役場庁舎視察 西原町役場庁舎視察

講演：議会力の向上を目指して－「これから」の議会活動－ 議会広報委員会（鹿児島県、出水市）
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南城市議会だより平成27年３月定例会号

　

ٞ
会
࠷
ऴ

、

ि
間
に
ٴ

Ϳ

ఔ
を
ແ
事
ࡁ
ま
ͤ
た
安
ూ

ײ
。

　

で
も
、
そ
れ
も
ଋ
の
間
。
ࢲ

ୡ

ใ
ௐ
ࠪ
特
別
ҕ
һ
会
ϝ
ン

ό
ー
̒
ਓ
は
、
す
͙
に
ू
合
し

て
ٞ
会
だ
Α
り
の
ฤ
ू
࡞
業
に

取
り
ֻ
͔
ら
ね

な
り
ま
ͤ
ん
。

　

̕
݄
、
12
݄
、
ࠓ
ճ
と
̏


の
ฤ
ू
会
ٞ
を
ܦ
ݧ
し
て
と
て

も
ײ
৺
す
る
の
は
、
ٞ
案
͝
と

に
担

者
を
決
め
る
ࡍ
に
も
օ

が
ੵ
ۃ
的
で
、さ
っ
さ
と
決
ま
っ

て
し
ま
͏
と
こ
Ζ
で
す
し
、
や

は
り
市
民
と
ٞ
会
を
ܨ
͙
大
事

な


を
も
つ

ใ
ࢽ
で
す
͔

ら
、
গ
し
で
も
良
い
も
の
を
࡞

Ζ
͏
と
す
る
ҕ
һ
の
օ
༷
の
ҙ

ؾ
ࠐ
Έ
を
ͻ
し
ͻ
し
と
ײ
͡
ま

す
。
で
す
͔
ら
、
市
民
の
օ
༷

͔
ら
の
ϑ
ỹ
ー
υ
ό
ỽ
ク
が
あ

れ

、
本

に
خ
し
い
し
ྭ
Έ

に
な
る
の
で
す
。

ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
ߏ
い

ま
ͤ
ん
の
で
ͥ
ͻ
͝
ҙ
ݟ
、
͝

ײ

を
お
د
ͤ
下
さ
い
。

　

࠷
後
に
な
ͧ
͔
け
一
つ
。
南

城
市
の
Ϛ
ε
ί
ỽ
τ
と
͔
け
て

࣌
間
を
ؾ
に
す
る
ਓ
と
解
͘
。

そ
の
৺
は
ộ
「
な
ん
͡
ữ
Ỗ
」


ใ
ҕ
һ　
仲
間
光
枝

ೆ市議会事ہ
˟��1��6��　ԭೄݝೆ市ۄࣈཬ1�3൪地
5&-��������77�7　'"9������2�662�
&�NBJMɿHJLBJ!DJUZ�OBOKP�PLJOBXB�KQ

あ
な
た
も
市
議
会
を

傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

օ
さ
ん
が
બ
ん
だ

ද

が
、
ど
の
Α
͏
な
׆
ಈ
を

し
、
ど
の
Α
͏
な
ൃ
ݴ
を

し
て
い
る
の
͔
、
自

の


で
ݟ
、
ฉ
い
て
֬
認
し

て
Έ
ま
ͤ
ん
͔
。

　

市

を
知
る
良
い
機
会

で
す
。

　

࣍
ճ
の

定
例
会

は
、
̒
݄

に
ট
ू
さ

れ
る
༧
定

で
す
。

議会議事録は南城市ホームページで
公開されています。

ご意見
ご感想

ʮ市議会ͩΑΓʯにͭいͯ、͝
ҙݟɾ͝ײɾ͝ཁを͓ͪ
いたし͓ͯΓます。
　Լهまで͓ͩͤ͘د
͞い。

宛先・問合せ先

͓  び と గ 正
　南城市議会だより（第36号）11ページ「一般質問（比嘉直明議員）」の質問で、農用地区域（農振）についての質問に対
し答弁の記述に誤りがありました。
　市民の皆さんに誤解を招いたことに対しまして深くお詫びし訂正致します。

誤：平成27年度に見直し➡正：平成27年度に見直し検討

第３回  南城市議会議会報告会開催のご案内

˒議会の構成について
˒平成26年度一括交付金事業のใࠂ
˒平成27年度予算ฤ成と主要事業について
˒市民との意見交
開催日 時　間 会　　　　　場

5月25日㈪ 午後７時～８時
南城市（大里）総合保健福祉センター
知念社会福祉センター

5月26日㈫ 午後７時～８時
佐敷老人福祉センター
南城市（玉城）中央公民館

※居住地にかかわらず、どちらの会場にでも参加できます。

報告内容




